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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置において、フレーム相関を行
わなくてもノイズを低減できるようにする。
【解決手段】  超音波ビームがスキャンされ、注目ビー
ムアドレスごとに注目データ列が取得される。注目ビー
ムアドレスごとに、当該注目ビームアドレスに対して０
データ列が割り当てられ、注目ビームアドレス以外の各
ビームアドレスに対して注目データ列と同じデータ列が
割り当てられ、これにより仮想フレームデータ２０－１
～２０－ｎが生成される。それらが合成され、さらに反
転処理される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】   超音波ビームをスキャンし、注目ビー
ムアドレスごとに注目データ列を取得する送受波手段
と、
前記注目ビームアドレスごとに、当該注目ビームアドレ
スに対してゼロデータ列を割り当て、かつ、当該注目ビ
ームアドレス以外の各ビームアドレスに対して前記注目
データ列と同じ仮想データ列を割り当て、これにより注
目ビームアドレスごとに仮想フレームデータを生成する
仮想フレーム生成手段と、
前記注目ビームアドレスごとに生成される複数の仮想フ
レームデータを合成し、合成フレームデータを生成する
合成手段と、
前記合成フレームデータを反転し、反転合成フレームデ
ータを生成する反転手段と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  超音波ビームをスキャンし、注目ビーム
アドレスごとに注目データ列を取得する送受波手段と、
フレームメモリと、
前記フレームメモリ上における前記注目ビームアドレス
に相当する注目ラインアドレス以外の各ラインアドレス
に対し、前記注目データ列と同じ仮想データ列を加算書
き込みする加算書込み手段と、
前記スキャンごとに、前記フレームメモリから加算書き
込み完了後のフレームデータを読み出す読出し手段と、
前記フレームデータを反転する反転手段と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  超音波ビームをスキャンし、注目ビーム
アドレスごとに注目データ列を取得する送受波手段と、
フレームメモリと、
前記フレームメモリ上における前記注目ビームアドレス
に相当する注目ラインアドレス以外の各ラインアドレス
に対し、前記注目データ列を反転した反転仮想データ列
を加算書き込みする加算書込み手段と、
前記スキャンごとに、前記フレームメモリから加算書き
込み完了後のフレームデータを読み出す読出し手段と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】  請求項２又は３記載の装置において、
前記加算書き込み完了後のフレームデータを読み出した
後、そのフレームメモリがリセットされることを特徴と
する超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置に関
し、特に新しい超音波画像構成法が適用された超音波診
断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術及びその課題】超音波診断装置において
は、超音波ビームがスキャンされ、これにより二次元又
は三次元のデータ取込領域が形成される。そのデータ取
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込領域内で取得されたデータ（エコーデータ）に基づい
て超音波画像が形成される。例えば、断層画像を形成す
る場合、電子リニア走査や電子セクタ走査などの方式に
従って超音波ビームがスキャンされ、各ビームアドレス
ごとにデータ列が取得される。それらのデータ列はＤＳ
Ｃ（デジタルスキャンコンバータ）内のフレームメモリ
上の対応アドレスに順次書き込まれる。その際又はその
後に座標変換処理、補間処理、相関処理などの各種の処
理が適用される。いずれにしても、従来の超音波画像構
成法は、基本的に、ビームアドレスごとのデータ列を対
応ラインアドレスのデータとして取り扱うものである。
しかし、超音波画像の画質は必ずしも満足のいくもので
はなく、画質向上の要請がある。
【０００３】上記目的を達成するために、本発明は、超
音波画像の画質を向上できる新しい方式を提供すること
にある。
【０００４】本発明の他の目的は、フレームレートを低
下させず、また、時間分解能を低下させずに、超音波画
像の画質を向上させることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】（１）上記目的を達成す
るために、本発明は、超音波ビームをスキャンし、注目
ビームアドレスごとに注目データ列を取得する送受波手
段と、前記注目ビームアドレスごとに、当該注目ビーム
アドレスに対してゼロデータ列を割り当て、かつ、当該
注目ビームアドレス以外の各ビームアドレスに対して前
記注目データ列と同じ仮想データ列を割り当て、これに
より注目ビームアドレスごとに仮想フレームデータを生
成する仮想フレーム生成手段と、前記注目ビームアドレ
スごとに生成される複数の仮想フレームデータを合成
し、合成フレームデータを生成する合成手段と、前記合
成フレームデータを反転し、反転合成フレームデータを
生成する反転手段と、を含むことを特徴とする。
【０００６】上記構成によれば、後の原理説明から理解
されるように、時間分解能を維持しつつノイズの低減を
図れるという利点がある。
【０００７】また、上記目的を達成するために、本発明
は、超音波ビームをスキャンし、注目ビームアドレスご
とに注目データ列を取得する送受波手段と、フレームメ
モリと、前記フレームメモリ上における前記注目ビーム
アドレスに相当する注目ラインアドレス以外の各ライン
アドレスに対し、前記注目データ列と同じ仮想データ列
を加算書き込みする加算書込み手段と、前記スキャンご
とに、前記フレームメモリから加算書き込み完了後のフ
レームデータを読み出す読出し手段と、前記フレームデ
ータを反転する反転手段と、を含むことを特徴とする。
【０００８】上記構成によれば、ビームアドレスごとに
仮想フレームを実際に生成せず、加算書き込みによっ
て、仮想フレームの生成とそれらの合成とを同時に実現
できるので、処理時間を短縮化できる。
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【０００９】また、上記目的を達成するために、本発明
は、超音波ビームをスキャンし、注目ビームアドレスご
とに注目データ列を取得する送受波手段と、フレームメ
モリと、前記フレームメモリ上における前記注目ビーム
アドレスに相当する注目ラインアドレス以外の各ライン
アドレスに対し、前記注目データ列を反転した反転仮想
データ列を加算書き込みする加算書込み手段と、前記ス
キャンごとに、前記フレームメモリから加算書き込み完
了後のフレームデータを読み出す読出し手段と、を含む
ことを特徴とする。
【００１０】上記構成によれば、後述のように、加算値
が増大する傾向にあるものの上記同様の利点を得られ
る。
【００１１】望ましくは、上記構成において、前記加算
書き込み完了後のフレームデータを読み出した後、その
フレームメモリがリセットされる。
【００１２】
【発明の実施の形態】まず、本発明の原理に関して説明
する。
【００１３】図１には、一例として電子セクタ走査が適
用された場合の走査面が概念的に示されている。走査面
は、扇状（放射状）に広がった複数のビームデータで構
成される。各ビームデータは各超音波ビームの形成によ
って取り込まれた各深さのエコーデータによって構成さ
れるものである。ここで、各エコーデータはＡｉｊで表
されており、ｉはビームアドレスを示し、ｊは深さアド
レスを表している。図２には、フレームメモリ１０の記
憶空間が概念的に示されている。図１に示した走査面上
の各エコーデータは、図示のように、ビームアドレスｉ
及び深さアドレスｊで特定される位置に格納される。
【００１４】本発明に係る第１の画像形成法では、ある
エコーデータＡｉｊに着目した場合、そのエコーデータ
が、そのエコーデータが存在しているビームアドレスｉ
以外の全部（又は一部）のビームアドレスにおける同一
の深さアドレスｊにコピーされる。
【００１５】つまり、図３にその概念を示すように、あ
るビームアドレス上の特定の深さアドレスにあるエコー
データは、本来自分が格納されるべき格納位置には格納
されず、それ以外の他のビームアドレス上の同一深さの
格納位置に書き込まれる。実際には、既に格納されてい
たデータ（加算値）に対して加算する処理が実行され
る。
【００１６】例えば、図４に示すように、ある深さにだ
けに着目し、各ビームアドレス上の当該深さ位置のデー
タがそれぞれ０，１，２，３，２，１，０である場合、
第１番目のビームアドレス上でエコーデータとして０が
取得されたならば、当該エコーデータが本来格納される
べき格納位置に対しては何も格納されず（あるいは０が
書き込まれ）、それ以外の同一深さの格納位置に当該エ
コーデータの値０がコピーされる（符号１２－１参
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照）。つまり、これを二次元で考えた場合、１ビーム当
たり１枚の仮想フレームが構成されることになる。これ
を各ビームアドレス上のエコーデータについて実行する
と、２番目のビームアドレス上のエコーデータの値１
は、それ以外のビームアドレス上にコピーされ（符号１
２－２参照）、これと同様に各ビームアドレス上のエコ
ーデータが他のビームアドレス上の同じ深さ位置にコピ
ーされる（符号１２－３～１２－７参照）。よって、図
４の例では、７つのビームアドレスが存在しているの
で、７つの仮想フレームが構成されることになる（もち
ろん、コピーする範囲を限定してもよい）。
【００１７】最終ビームアドレス上のエコーデータのコ
ピー処理が完了すると、各仮想フレームが加算合成され
て合成フレームが作成され、次に、その合成フレームを
反転処理することによって、反転合成フレームが構成さ
れる。実際の装置上では、仮想フレームの生成と仮想フ
レームの合成とをフレームメモリ上で同時に実行するの
が望ましい。
【００１８】反転処理では、基本的には、０からエコー
データの最大値までが、その最大値から０までの値に変
換される。つまり、大きい値は小さい値へ、小さい値は
大きい値へ変換される。その反転基準（基準値）１４は
加算合成後の最大値を用いるのが望ましい。上記の反転
処理後には、最初のビームアドレス方向のエコーデータ
列と同じエコーデータ列０，１，２，３，２，１，０が
得られている。
【００１９】よって、一見すると、同じ結果が得られて
いるので無意味な処理を行ったかのうに思えるが、上記
の処理によれば、時間分解能を維持しつつＳＮ比を向上
できるという利点がある。例えば、ノイズを抑圧するた
めにフレーム相関処理などを行うと、時間軸方向に画像
がなまってしまい、時間分解能が低下する。一方、上記
の手法によれば、加算処理によってノイズの相対的な低
減を図れるとともに、時間分解能を維持できるのであ
る。ノイズはランダムに発生するため、加算平均を行え
ば除去・低減できるのであるが、本発明によればフレー
ム相関を行わないでも同じフレーム内での加算を巧みに
利用してノイズを低減できる。もちろん、必要に応じ
て、反転後の画像に対して更にフレーム相関処理を行っ
てもよい。
【００２０】図５には、比較例が示されている。これ
は、仮想フレームの生成と同時にエコーデータの反転を
予め行って仮想フレームを構成し、その仮想フレームを
合成するものである。合成後の基準値（最小値）５０を
オフセット分として特定し、それを除外する差分演算を
行えば、上記図４の手法と同様の結果を得られる。この
手法でも上記同様の効果を得られるが、データ値や加算
値が著しく増大するので、図４の手法を適用する方がよ
い。なお、図５の手法でも、反転値をフレームメモリに
加算しながら書き込むのが望ましい。
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【００２１】図６には、上記の一連の処理が概念的に示
されている。まず、各ビームアドレス上のエコーデータ
列ごとに、複数の仮想フレーム２０－１～２０－ｎが生
成される。各仮想フレーム上では、注目ビームアドレス
上にゼロデータが書き込まれ、それ以外のビームアドレ
ス上には注目ビームアドレス上のエコーデータがコピー
される。各仮想フレームにおいて、ゼロデータが書き込
まれる注目ビームアドレスが２２－１～２２－ｎで示さ
れ、コピーデータが書き込まれるビームアドレスの領域
が２４－１～２４－ｎで表されている。
【００２２】各仮想フレームデータを合成すると、合成
フレームデータ２６が生成され、それに対して反転処理
を行えば、反転合成フレームデータを取得できる。それ
を利用して超音波画像が形成される。
【００２３】ちなみに、図８には従来例が示されてい
る。従来においては、そもそも仮想フレームという概念
は存在しないが、敢えてそれを図示するならば、各仮想
フレーム５４－１～５４－ｎ上には対応する注目ビーム
アドレス上のエコーデータ列のみを含み、それらの集合
としてフレームデータ１４が構成される。
【００２４】図７には、本発明に係る超音波診断装置の
好適な実施形態が示されており、図７はその全体構成を
示すブロック図である。
【００２５】プローブ３０は、超音波の送受波を実行す
るものであり、そのプローブ３０によって超音波ビーム
が電子走査される。その電子走査方式としては、電子リ
ニア走査や電子セクタ走査などをあげることができる。
送受信部３２は、プローブ３０に対して送信信号を供給
し、また、受信信号に対する整相加算などを実行する回
路である。この送受信部３２によって、超音波ビームの
電子走査制御が実行される。コピー部３４は、注目ビー
ムアドレス上で取得されたエコーデータ列を他のビーム
アドレス上にコピーする機能を有し、コピーされた複数
のエコーデータ列がフレームメモリに格納される。その*
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*場合、上述のように書き込みと同時に加算が実行され
る。
【００２６】フレームメモリ３６に全ビームアドレス上
のエコーデータ列が書き込まれた後、そのフレームメモ
リ３６からフレームデータが読み出される。その後、フ
レームメモリ３６がリセットされる。
【００２７】反転部３８は、読み出されたフレームデー
タに含まれる最大値あるいは所定値を基準として上記の
反転処理を実行する。この反転後のフレームデータが表
示処理部を介して表示器４２へ送られる。
【００２８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
時間分解能を維持しつつＳＮ比を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  走査面とエコーデータの関係を示す図であ
る。
【図２】  フレームメモリ上におけるアドレスを説明す
るための図である。
【図３】  各アドレスに格納されるエコーデータの加算
条件を示す図である。
【図４】  本発明に係る画像処理の一例を示す図であ
る。
【図５】  本発明に係る画像処理の他の例を示す図であ
る。
【図６】  本発明に係る画像処理方法の基本的な原理を
説明するための図である。
【図７】  本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示
すブロック図である。
【図８】  従来の画像処理方法を示す図である。
【符号の説明】
１０  フレームメモリ、３０  プローブ、３２  送受信
部、３４  コピー部、３６  フレームメモリ、３８  反
転部、４０  表示処理部、４２  表示器。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：在不执行帧相关的情况下减少超声诊断设备中的噪声。 
解决方案：扫描超声波束，并为每个聚焦束地址获取聚焦数据串。 对于
每个目标光束地址，将0数据串分配给目标光束地址，并且将与目标数据
串相同的数据串分配给除了目标光束地址以外的每个光束地址。 生成〜
20-n。 它们被组合并进一步倒置。
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